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サトウキピのしぼりかすであるパガ、ス (Bagasse) の処理工場でパガス症のagassosis) と呼








2 パガス粗抽出液 (So) を Freund の incomplete adjuvant に懸濁し，ウサギの大腿筋肉内
に注射した後， 32 日目に So， O.lml を肺内に注射し， 感作処置の影響を肺の組織像を指標と
して検討した。














4 この精製抗原は， Aspergi1us lliger で感作した動物の血清とも出降線を示し，またパガス












かにしたが，抗パガス血清と抗 Aspergi11us lliger 血清は交叉を示し，抗パガス血清中の抗体は





以上の結果より，実験的パガス症およびパガス工場勤務者の血清中に， Aspergi1 us の多糖体
に対する抗体の存在が認められ，パガス症の発症に Aspergillus の感染が何らかの役割を演じ，
その結果，血清中に Aspergil1us の多糖体に対する抗体が産生される様に思われる。
論文の審査結果の要旨
サトウキピのしぼりかすを処理する工場で発生するパガス症といわれる職業性肺疾患があるが，
未だ，その発症の機転も明らかでなく，臨床診断も困難とされている。
著者は動物を用いて実験的にパガス症に近い病変を作成することに成功した。そしてこの病変
が予め感作処置を行なうことによって一層増強されることを明らかにし，単純な感染症や中毒症
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ではないことを証明した。この動物の血清中にパガスの抽出液と沈降反応を示す抗体を検出する
乙とにも成功した。
一方この抗体はパガス処理工場の勤務者で高率に検出される乙とから，臨床上鑑別診断にも応
用の可能であることを明らかにした。
さらに著者はパガス中の抗原物質の精製を行ない，これが多糖体に富む高分子化合物であるこ
とを明らかにした。
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